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ご挨拶
いつもお世話になっております。
AnyONEサポートセンターよりAnyONEに関する情報をお届けします。
AnyONEを使用していた社員の方が退職されたとき、たとえ円満退職であっても退職者が
AnyONEにログインできるのはセキュリティー上問題があります。
今回は、そんな時の設定方法について説明します。

Q.

A.

社員が退職したので、退職者が AnyONEを使えないようにしたい。

担当者が退職した場合、担当者一覧から削除するのではなく、退職のチェックボックス
を使用することをお勧めします。
マスターの自社関連の担当者で、担当者一覧を開きます。
担当者一覧にある退職チェックを入れることで、退職した担当者のログイン名で
AnyONEにログインができなくなります。また顧客や工事登録などの担当者選択で担当
者を選ぶ際、選択肢に表示されないので、新たに登録することはありません。

退職チェックを入れた担当者は、通常時一覧には表示されなくなります。
修正や確認の為に、退職者を表示するには「退職者を含む」にチェックを入れることで
担当者一覧に退職者が表示されます。

♦退職チェックを使用した場合と、退職者を削除した場合の違い。

※退職者の行を別の担当者名で上書きすると、設定済の担当者は上書きした担当者名
に変わります。但し、退職された方の情報が AnyONE 全般で置き換わってしまいます。
例えば、退職された方の日報が上書きした担当者の日報になってしまう等、退職された
方の情報が残らずに、上書きした担当に置き換わってしまうので十分にご注意ください。

退職日を入れると、退職
チェックが入ります。
退職チェックのみ入れても
問題ありません。

【 退職チェックを入れた場合 】
設定されている担当者は消えずに残ります。

【 担当者を削除した場合 】
設定されている担当者は消えてしまいます。

【 退職者のお名前を別の担当者に上書きした場合 】
設定されている担当者は上書きした担当者名に置き換わります。

元々飯島さんの情報があった行に上書きした場合


